緊急時対応について
Ⅰパニック等の対応

　１日勤職員がいる時間帯

　　①集団場面でのパニックは速やかに集団から離し、落ち着ける環境へ誘導する。

　　　ａ　居室・ピノキオ・アリス・ガンバを利用する。

　　　ｂ　１階の部屋利用が有効な子ども場合、もしくは混乱が大きく２階での対応が困難な場合、対応している職員は、２階職員に声をかけて、１階へ誘導する。

　　　ｃ　対応職員から声をかけられた２階職員は、 eq \o\ac(○,Ｂ)に確実に伝える。
　　　ｄ　女児の場合、男性職員が誘導した場合、女性職員が付き添うこと。

　以下、１階に降りた場合の対応

　　②誘導した職員が１階でパニック対応に入ったため、２階職員の人数が少ない場合には、 eq \o\ac(○,Ｂ)が事務室に連絡を取り、調整する。
　　③誘導した職員が子どもを１階に残して、２階に戻る場合には、事務室職員に確実に引き継ぐ。

　　　ａ　誰に引き継ぐかを明らかにする。

　　　ｂ　１階に下りることになった（パニックの）理由・状況・この間職員が指示した事項等を簡潔に伝え、対応を依頼する。

　　　ｃ　 eq \o\ac(○,Ｂ)に状況を報告する。

　　以下、２階の部屋を使った場合・１階の部屋を使った場合の共通の対応

　　④子どもが落ち着き集団に戻れる状態になったら、状況等振り返り生活場面に戻す。

　　　ａ　振り返りの内容や、子どもと約束したこと等を２階職員（できれば初期対応した職員）に伝える。

　　　ｂ　 eq \o\ac(○,Ｂ)に状況報告をするか、申し送りノートに記載する。

　　⑤担当者不在の場合、内容によっては当日中に連絡し、今後についての指示を受け子どもに伝え

る。
２夜間・早朝の場合

　　①２階居室もしくはピノキオを利用して落ち着くように促す。

　　②集団への影響が大きく１階を利用する必要がある場合、職員が１人の子どもについていなければならない状況の場合は、管理職に連絡し、職員の増員を要望する。

　　③管理職から応援職員へ連絡、応援職員は学園へ。

　　④応援職員到着後の動きは、日中と同様。

Ⅱ自傷行為

　１日勤帯職員のいる時間帯

　　①自傷行為を発見した場合、他の子どもへの影響を考え、場所移動を促す。

　　　（アリス、ピノキオ、１階面接室の利用）

　　　対応職員は、他職員に看護師への連絡を指示する。

　　②子ども自身の安全と場所移動した先の安全を確認する。

　　　（刃物、陶器、ガラス類がないか、本人が刃物等を持っていないか。）

　　③自傷の状況を確認するとともに、落ち着けるよう配慮する。

　　④医師および看護師による手当と受診の判断。

　　◎パニック的な自傷行為の場合、Ⅰのパニック時の動きで対応をすること。

　２夜間・早朝

　　・パニック時と同様の対応をする。

　　・受診が必要な場合、夜間・早朝の緊急受診の手順に従う。

Ⅲ無外

　１日勤職員がいる時間帯

　　①職員が、子どもの無外に気づいたら、 eq \o\ac(○,Ｂ)に連絡を取る、１階職員へ近隣への捜索を依頼する。

　　② eq \o\ac(○,Ｂ)職員から管理職へ必ず報告し、職員の増員など必要な手配があれば依頼する。指示を受ける。

　　③近隣を探しても見つからない場合、担当者不在時は担当者に連絡、児相へ連絡、ご家庭への連絡を行う。

　　　※ご家庭への連絡が取れないケースもあるため、担当者に確認すること。

　　④警察へ捜索願を出す。

　２夜間・早朝

　　①無外に気づいた時点で、速やかに管理職へ連絡をする。

　　②管理職は、応援職員に連絡を取り、管理職・応援職員は学園へ向かう。

　　③管理職・応援職員が到着したら、近隣を捜索する。

　　④管理職・応援職員が到着後の動きは日中と同様。

Ⅳ夜間・早朝の緊急受診

　　①受診が必要な容態と判断した場合、医師へ連絡し、指示を受ける。

　　　ａ医師は、受診が必要と判断したら西横浜国際総合病院等に連絡し受診依頼をする。

　　　ｂ医師は、受診以来の結果を学園職員に伝える。

　　②人手が必要となるため、速やかに管理職へ連絡をする。

　　　ａ管理職から応援職員へ連絡をする。
　　③応援職員が到着した所で受診へ出発する。

※Ⅰ～Ⅲのような対応が必要になった後は、状況やその後の方針等を職員が共有できるようにする。

※園長の指示により、後日事故報告書の作成を行う。

㊙
	　緊急時の連絡先

　　

　　　※職員の勤務調整・増員に関しては、山田か奥山へ連絡。
　

　　　※精神薬の問い合わせ、一休さん利用の許可も髙瀬Drへ連絡すること。

　捜索願届け出

　　戸塚警察署　　　045(862)0110

　緊急受診先

　　西横浜国際総合病院　　　045(871)8855

　医療機関案内

　　夜間・休日の急病時に２４時間年中無休で市内の受診可能な医療機関を案内するサービス

　　救急医療情報センター　　045(201)1199




